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■ コア業務純益
（単位：億円）
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■ 経常利益 ■ 当期純利益
（単位：億円）

■ 経常利益・当期純利益
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■ 貸出金残高
（単位：億円）

0

45,000

50,000

55,000

60,000

’19.3’18.3’17.3

55,79855,23754,686

■ 預金等残高 
（単位：億円）
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■ 個人預り資産残高
  （預金等＋投資信託＋公共債＋年金保険等）

※預金等には譲渡性預金を含みます。

（単位：億円）
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■ コア業務粗利益・経費
■ コア業務粗利益 ■ 経費

（単位：億円）

用語説明 ・ コア業務粗利益 資金利益・役務取引等利益・その他業務利益の合計から、国債等債券損益を控除したものです。

・ コア業務純益 コア業務粗利益から経費を控除したものであり、銀行の本来業務から得られる利益を示すものです。

・ 経常利益 コア業務純益に有価証券の売却損益・償却および与信関係費用等を加減したものです。

・ 当期純利益 経常利益に特別損益および税金等を加減した最終的な利益です。

財務ハイライト

2018年度業績ハイライト
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（単位：億円）
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■ 消費者ローン残高
（単位：億円）
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■ 連結自己資本比率

■ 単体自己資本比率

「自己資本比率」は、「銀行法第14条の2の規定に基づき、
銀行がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況
が適当であるかどうかを判断するための基準（2006年金
融庁告示第19号）」に基づき算出しております。

（単位：億円、％）
■ 自己資本  自己資本比率

（単位：億円、％）
■ 自己資本  自己資本比率
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■ 有価証券の評価損益（2019年3月31日現在）

評価損益 評価益 評価損

株 式 689 716 27

債 券 59 67 8

そ の 他 9 48 38

合 計 757 832 74

■ 有価証券残高 

（注）時価は、期末日における市場価格等に基づいています。

（単位：億円）

日本格付研究所（JCR）

AAA
AA
A
BBB
BB
B
CCC
CC
C
D

A+
A
A-

■ 格付け（2019年3月31日現在）

格付けは安定的を示す
「 A 」を取得しています。
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破産更生債権及び
これらに準ずる債権

危険債権
要管理債権

141

481
24

646合計

正常債権
43,318

純資産額
3,380

アンカバー 87

担保等や
引当金でカバー

559

■ 不良債権比率（2019年3月31日現在） ■ 金融再生法に基づく開示額（2019年3月31日現在）

正常債権 98.54％

破産更生債権及び
これらに準ずる債権
危険債権
要管理債権

0.32％
1.09％
0.05％
1.46％合計

（単位：億円）

破産更生債権及び
これらに準ずる債権 危険債権 要管理債権 正常債権 合  計

貸出金等の残高（A） 141 481 24 43,318 43,964

担 保 等 の 保 全 額（B） 43 328 15

引 当 額 （ C ） 98 73 2

（ B ＋ C ）=（ D ） 141 402 16

カ バ ー 率 100.0％ 83.4％ 67.9％

（注）1.
2. 
3.

記載金額は単位未満を四捨五入し、比率は小数点第2位以下を切り捨てて表示しております。
「金融再生法に基づく資産の査定（単体）」には、「貸出金」のほか、「支払承諾見返」、「自行保証付私募債」、「未収利息」、「仮払金」等を含みます。
カバー率＝（Ｄ）÷（A）×100

■ 金融再生法に基づく資産の査定（単体）（2019年3月31日現在）
（単位：億円）

破産更生債権及び
これらに準ずる債権 危険債権 要管理債権 正常債権 合  計

貸出金等の残高（A） 154 490 24 43,830 44,498

担 保 等 の 保 全 額（B） 41 316 15

引 当 額 （ C ） 113 75 2

（ B ＋ C ）=（ D ） 154 391 16

カ バ ー 率 100.0％ 79.7％ 67.9％

（注）1.
2. 
3.

記載金額は単位未満を四捨五入し、比率は小数点第2位以下を切り捨てて表示しております。
「金融再生法に準拠した資産の査定（連結）」には、連結子会社の「貸出金」等のほか、「カード債権」、「リース・割賦債権」、「求償債権」等を含みます。
カバー率＝（Ｄ）÷（A）×100

■ 金融再生法に準拠した資産の査定（連結）（2019年3月31日現在）
（単位：億円）

・ 破産更生債権及び
  これらに準ずる債権

破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権および
これらに準ずる債権

・ 危険債権 債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態および経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収およ
び利息の受取りができない可能性の高い債権

・ 要管理債権 「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」および「危険債権」を除く、3ヵ月以上延滞債権および貸出条件緩和債権

・ 正常債権 債務者の財政状態および経営成績に特に問題がないものとして、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」、
「要管理債権」以外のものに区分される債権

用語説明

2018年度業績ハイライト
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271億円発行総額 340人累計

22回

3,440人累計

5,077万円寄付総額

じゅうろくプロムナードコンサート※2

（1997年度〜2018年度）

非財務ハイライト

※2016年度より取扱いを開始し
た当行が受け取る手数料の一
部を寄付する私募債で、2018
年11月よりSDGs私募債「つ
ながるこころ」としてリニュー
アルしたもの。

資格名 人数
司法試験 2
公認会計士 1
税理士 2
不動産鑑定士 4
中小企業診断士 36
社会保険労務士 14
FP技能士1級 71
行政書士 22
宅地建物取引士 188

総計 340

資格名 人数
金融業務2級　事業承継・M&Aコース 1,472
金融業務3級　シニアライフ・相続コース 1,798
相続アドバイザー3級 170

総計 3,440

SDGs私募債（2019年3月末） 国家資格取得者数（2019年3月末）

　うち次長以上の女性行員数（2019年3月末）

117人
［2014年3月末72人］

23人
［2014年3月末13人］

※女性活躍推進プロジェクト「輝けなでしこ☆プロジェクト」が2014年12
月に発足したことを踏まえ、その直前年度末である2014年3月31日と
2019年3月31日を比較しております。

支店長代理以上の女性行員数（2019年3月末）

20回

※1　2015年11月より、十六地域振興財団で運営している音楽ホール
※2　地域の皆さまに芸術・文化に触れていただく機会を提供することを

目的として開催

クララザールじゅうろく音楽堂※1での
主催コンサート（2015年度〜2018年度）

995件商談設定件数

326件商談成約件数

有料ビジネスマッチング（2018年度）

136人
［2014年3月末130人］

※育児休職取得率…育児休職取得者数÷出産した社員数×100

育児休職取得者数（2019年3月末）

100%育児休職取得率

［文化活動支援］

業務検定試験合格者数（2019年3月末）
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